
東
京
三
栄
会
の
第
一
回
経
営
懇
談
会
が
三
月
一
四

日
、
三
井
物
産
㈱
本
店
12
階
の
会
議
室
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
東
京
三
栄
会
幹
部
、
槍
田

社
長
、
秘
書
室
、
会
員
会
社
社
長
二
七
社
、
三
栄
会

事
務
局
な
ど
を
含
め
て
総
勢
四
〇
名
が
出
席
し
、
第

一
回
目
に
ふ
さ
わ
し
く
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
「
創
造
的
企
業
グ
ル
ー
プ
を
目
指

し
て
、
一
体
感
の
連
結
体
制
へ
」
と
い
う
本
年
度
の

三
栄
会
の
活
動
テ
ー
マ
に
沿
い
、
会
員
各
社
の
幹
部

と
三
井
物
産
幹
部
と
の
直
接
対
話
を
図
る
も
の
で

す
。開

会
の
挨
拶
で
、
増
田
三
栄
会
会
長
は
「
三
栄
会

は
会
員
相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研

修
・
ス
ポ
ー
ツ
に
加
え
、
新
た
に
文
化
交
流
も
予
定

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
連
結
決
算
／
経
営
、
新
会
社

法
の
流
れ
に
沿
い
、
会
員
幹
部
の
皆
さ
ん
が
産
業
・

業
種
を
超
え
て
三
井
物
産
幹
部
と
の
交
流
を
図
る
べ

く
、
こ
の
会
を
設
け
て
も
ら
っ
た
。
幹
部
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
はO

ne-W
ay

で
は
な
くTw

o-
W
ay

を
心
掛
け
て
い
く
。
ま
た
対
話
し
や
す
い
よ
う

に
人
数
も
あ
る
程
度
絞
り
た
い
」
と
、
経
営
懇
談
会

の
趣
旨
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
自
由
討
議
に
先
立
ち
槍
田
社
長
は
、「
連
結

業
績
に
関
係
会
社
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
今
や

関
係
会
社
の
数
は
、
一
九
八
五
年
の
六
三
七
社
か
ら

二
〇
〇
五
年
末
で
一
二
八
〇
社
と
な
り
、
そ
の
内
約

六
〇
〇
社
が
連
結
対
象
。
人
員
は
三
井
物
産
単
体
で

五
、〇
〇
〇
人
弱
だ
が
、
連
結
対
象
会
社
を
含
め
た

全
体
で
は
四
〇
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
三
井
物
産
と
し
て
三
〜
五
年
の
ス
パ
ン
で
中
期

的
経
営
を
展
望
し
て
い
く
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
も

企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
望
ま
し
い
姿
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
仕
事
の
中
味
を
見
な
い
で
数
値
だ
け
に
こ

だ
わ
り
過
ぎ
る
と
、
本
質
を
歪
め
か
ね
な
い
。
仕
事

の
中
味
が
三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
意
味
の
あ
る

も
の
か
を
常
に
問
い
質
し
て
ほ
し
い
。
い
い
仕
事
を

し
て
ほ
し
い
。
仕
事
に
つ
い
て
の
議
論
を
し
て
ほ
し

い
。
意
味
の
な
い
仕
事
な
ら
ば
、
仕
事
の
見
直
し
を

お
願
い
す
る
」
と
、
定
量
面
よ
り
は
定
性
面
の
重
要

性
を
強
調
さ
れ
た
後
、
自
由
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

自
由
討
議
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
に
つ
い
て

・
三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
そ
の
醸
成
に
三
栄
会
は
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し

て
絶
好
の
場
で
あ
る（
例
え
ば
、野
球
大
会
参
加
）。

三
栄
会
は
家
族
的
な
横
串
な
の
で
、
会
員
会
社
が

三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
識
を
共
有
で
き

て
一
体
感
も
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
一
体
感
と
は
三

井
物
産
グ
ル
ー
プ
内
で
の
商
売
上
の
繋
が
り
が
な

く
と
も
、
仕
事
の
や
り
が
い
で
悩
ん
だ
時
や
心
の

問
題
を
抱
え
た
時
に
、
互
い
が
心
の
支
え
に
な
れ

る
こ
と
だ
と
思
う
。

●
人
材
育
成
の
さ
ら
な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

・
三
井
物
産
と
の
一
体
感
に
つ
い
て
は
、
研
修
に
参

加
す
る
中
で
も
見
出
せ
る
。
会
員
独
自
で
は
限
界

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
。
ま
た
新
入
社
員
が
集
ま
ら
ず
中
途
採
用

を
し
て
い
る
が
、
中
途
採
用
社
員
と
当
初
か
ら
の

社
員
と
の
差
が
出
て
い
る
の
で
、
中
途
採
用
社
員

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
三
井
物
産
の
研
修
で
は
、
関
係
会
社
向
け
も
2
年

前
よ
り
開
設
し
て
お
り
、
三
栄
会
の
研
修
と
三
井

物
産
主
催
の
初
期
教
育
が
あ
る
。
中
堅
部
課
長
級

で
は
現
在
会
員
一
八
社
が
三
井
物
産
経
営
企
画
部

と
人
事
総
務
部
に
よ
る
湯
河
原
研
修
を
受
け
て
い

る
。

●
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
最
大
の
課
題
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か

に
高
め
る
か
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
た
め
に
は
、
幹
部
の
視
点
が
経
営
は
も
ち
ろ
ん

現
場
に
ま
で
至
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方

が
目
に
見
え
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
た

社
員
側
の
話
す
勇
気
と
我
々
の
聞
く
姿
勢
が
必
要

で
、
三
井
物
産
か
ら
の
出
向
者
は
当
然
な
が
ら
経

営
者
と
し
て
考
え
、Vision

を
出
し
実
行
し
て
い

く
。

・
会
社
の
中
で
は
ど
う
い
う
仕
組
み
で
あ
れ
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

・
投
資
家
は
、
会
社
は
株
主
の
も
の
だ
と
し
て
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
･
リ
タ
ー
ン
だ
け
を
重
要
視
し
が

ち
だ
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
経
営

者
の
み
が
投
資
家
に
対
し
て
い
い
顔
を
し
て
は
い

け
な
い
。株
主
の
会
社
と
い
う
印
象
を
与
え
る
と
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま

う
。

●
地
方
三
栄
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
東
京
三
栄
会
と
地
方
三
栄
会
に
所
属
し
て
い
る

が
、三
栄
会
を
全
国
ベ
ー
ス
で
運
営
す
れ
ば
よ
く
、

あ
え
て
東
京
三
栄
会
と
地
方
三
栄
会
に
分
け
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

・
東
京
三
栄
会
と
地
方
三
栄
会
は
現
在
別
組
織
と
な

っ
て
い
る
が
、
連
繋
・
統
一
し
て
は
ど
う
か
と
の

意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
主
・
独
立
団
体
な
の

で
経
費
の
面
か
ら
も
踏
み
切
れ
な
い
で
い
る
。

●
三
井
物
産
･
事
業
管
理
部
の
業
務
に
つ
い
て

・
三
井
物
産
に
お
け
る
三
栄
会
の
所
管
が
4
月
よ
り

事
業
管
理
部
に
移
る
に
あ
た
り
、
同
部
の
業
務
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
、
関
係
会
社

の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
を
面
倒
み
る
と
し
、
三
栄

会
関
連
は
事
業
管
理
部
企
画
室
に
て
対
応
す
る
。

（
広
報
委
員
長
　
三
井
物
産
ハ
ウ
ス
テ
ク
ノ
　
安
藤
）
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経営懇談会の趣旨を説明される槍田社長

懸案の三栄会組織の再編成については、

昨年12月の三栄会総会にて承認されまし

た。本年1月より三栄会幹部を中心に再編

組織の人選が進められてきましたが、この

2月に三井物産のセクターに沿って再構成

された5部会の正・副世話人の選定を終え

ました。具体的には、旧11部会の世話人の

中から、正・副世話人となることを前提に、

大所帯である旧部会の世話人には引き続き

新部会の正世話人になっていただきました。

なお、旧部会からの要望もあり、新部会傘

下での分科会活動も認められました。

委員会の再編成については、発展的に解

散した旧2委員会（人事委員会とネットワー

ク化推進委員会）に替わり、新たに文化交流

委員会を設立。旧ネットワーク化推進委員

会は活動の一部を広報委員会へ移管し、委

員も一部が広報委員会へ移籍しています。

新規に発足した文化交流委員会について

は、新委員長として三栄会幹部から海老名

副会長に就任していただきました。海老名

委員長の下で文化交流委員の人選方法を検

討した結果、各部会で1～2名の新委員を推

薦してもらい、このたびその陣容が固まり

ました。

文化交流委員会の具体的な活動に関して、

まずはその方向性を見出すべく、会員会社

約40社にアンケート調査を依頼しました。

会員会社が「法人として現在いかなる厚

生・文化活動を実施しているのか、三栄会

会員会社の各年代社員（20代～50代・男女

別）が個人的にいかなる文化活動に関心を持

っているのか」などの実態を把握するため

です。

なお、今回のアンケート調査は、従来の

書面回答方式ではなく、初の試みのアンケ

ート専用ホームページを活用して行いまし

た。回答専用ホームページの作成に当たっ

ては、世論調査で定評のある「もしもしホッ

トライン社」（三栄会会員会社の1社）にご協

力いただきました。この回答専用ホームペ

ージを会員会社の窓口担当に送信して回答

を依頼するとともに、三栄会ホームページ

のトップページ新着情報欄にも回答専用ホ

ームページを貼り付け、三栄会ホームペー

ジにアクセスした会員会社社員からも直接

アンケートがとれるよう計らいました。

アンケートの回答件数は合計で、法人25

件と個人250件です。この調査結果をもと

に、4月に文化交流委員会にて検討のうえ、

会員会社および社員の皆様が関心のある文

化活動を選定し、文化交流委員会として具

体的に活動を行っていく予定です。

三栄会文化活動への皆様の積極的な参加

を期待します。詳細は次ページをご覧くだ

さい。

三栄会組織再編により、
新たに部会・委員会発足

経営懇談会の出席者たち

三栄会組織再編により、
新たに部会・委員会発足
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三栄会組織再編により、新たに部会・委員会発足

東
京
三
栄
会
文
化
交
流
委
員
会

立
ち
上
げ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
二
五
〇
人
中
一
三
〇

人
の
約
五
二
％
の
人
達
が
、
東
京
三
栄
会
の
文

化
活
動
に
「
多
少
興
味
が
あ
る
」
を
含
め
て

「
興
味
が
あ
る
」こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ

1
参
照
）。
そ
の
中
で
も
二
〇
代
女
性
の
参
加
意

向
が
最
も
高
く
、
料
理
教
室
や
陶
芸
、
茶
道
、

生
け
花
等
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

活
動
頻
度
に
つ
い
て
は
、
回
答
し
て
い
た
だ

い
た
六
九
人
中
三
二
％
の
二
二
人
の
人
達
が

「
月
一
回
程
度
」
を
希
望
し
、
次
い
で
二
〇
％
弱

の
人
達
が
「
月
二
〜
三
回
」
を
希
望
、
時
間
帯

に
つ
い
て
は
約
七
〇
％
の
人
達
が
「
平
日
夜
」

を
希
望
す
る
一
方
、
土
日
祝
日
の
希
望
者
は
一

〇
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
約
七
〇
％
の
人
達

が
「
相
場
よ
り
安
く
し
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
回
答
者
一
四
四
人
中
約
七
六
％
の
一

〇
九
人
が
三
栄
会
の
文
化
活
動
に
参
加
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
2
参
照
）。
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   (副)  倉 橋 民 雄 （三井製糖㈱ 取締役専務執行役員）�

  文化交流委員会  海 老 名 潤 （三井物産ゼネラルサービス㈱ 顧問）�

  広報委員会  安 藤 康 綱 （三井物産ハウステクノ㈱ 業務部広報室長）�

  スポーツ交流委員会  藤 松 　 努 （アラマーク　ユニフォームサービス　ジャパン㈱ 社長）�

  研修委員会  飛 石 秀 樹 （物産ロジスティックスソリューションズ㈱ 常務取締役）�

  監査役 (正)  坂 口 　 粛 （日本ブランズウィック㈱ 監査役）　　�

   (副)  藤 村 　 裕 （物産不動産㈱ 監査役）�

〈 東 京 三 栄 会 幹 事 名 簿 〉 �

5
部
会
世
話
人
�

委
員
長�

特
別
部
会�

世
話
人�

�

 部　会 世話人 分科会 会社数�

〈 東 京  三 栄 会 部 会 名 簿 〉 �

 物流・金融・ 三井物産ファイナンシャルサービス㈱ 
コーポレート・金融�

 コーポレート 水野藤溢社長(正)   
10
�

  東神倉庫㈱�
  崎山信彦社長(副)  

物流 11
�

 金属・エネルギー 三井物産非鉄販売㈱ 鉄鋼原料・非鉄�
  田坂和夫社長(正)   

6
�

  ㈱三井物産コイルセンター 
鉄鋼
�

  畑谷直樹社長(副)   
25
�

  三井石油㈱ 
エネルギー

�
  大橋洋介社長(副)   

7
�

 機　　械 三井物産オートモーティブ㈱ 
機械
�

  辻田亜歴社長(正)   
15
�

 化学品 三井物産ソルベント・コーティング㈱ 
化学品

�
  藤木哲丸社長(正)   

17
�

 生活産業 東洋オフィスメーション㈱ 
情報産業

�
  福田定直社長(正)   

14�

  三井製糖㈱ 
食料・リテール

�
  倉橋民雄取締役専務執行役員(副)   

24
�

  三井物産インターファッション㈱ 
ライフスタイル事業

�
  鎌田慶昭社長(副)   

9
�

  物産不動産㈱ 
コンシューマーサービス�

  重松伸三郎社長(副)   
21
�

�

〈 東 京 三 栄 会 組 織 図 〉 �

（部会）�

�

（委員会）�

�
（事務局）�

（特別部会）�

総　会� 幹事会�

幹部会�

物流・金融・コーポレート�

金属エネルギー�

機 械

化 　 学 　 品 �

生 活 産 業 �

�

文　化　交　流�

広 　 　 　 　 報 �

ス ポ ー ツ 交 流 �

研 修

�

監 　 査 　 役 �

会 計 監 事 �

〈  グラフ1　東京三栄会の文化活動への参加意向〉�

不明�

5.6%
興味がない�

8.8%

あまり興味がない�

33.6% 多少興味がある�

33.6%

興味がある�

18.4%

回　 答�

250名�

ぜひ検討したい�

6%

検討したい�

24%

内容・条件により検討する�

46%

たぶん検討しない�

7%

検討しない�

2%
不明�

15%

〈  グラフ2　文化活動へ参加したいか否か〉�

回　 答�

144名�

〈  表1　文化活動で興味のある分野（144名回答）〉�

  分野 出現率（複数回答）�

 1 陶芸 34.70%�

 2 料理教室 34.00%�

 3 絵画 25.00%�

 3 音楽鑑賞 25.00%�

 5 生け花・古典芸能鑑賞・写真 13.9%で同率�
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毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
東
京
三

栄
会
「
新
入
社
員

研
修
」
が
、
本
年

は
四
月
四
日
か
ら

七
日
ま
で
二
回
に

分
け
て
、
湯
河
原

の
三
井
物
産
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
申

込
希
望
が
多
か
っ

た
た
め
、
三
栄
会

事
務
局
の
尽
力
に

よ
り
、
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
と
講
師

の
日
程
調
整
を
し
、
当
初
一
回
の
開
催
予

定
を
四
月
四
、
五
日
お
よ
び
六
、
七
日
そ

れ
ぞ
れ
一
泊
二
日
の
日
程
で
二
回
開
催

し
、
受
講
者
は
一
回
目
五
社
三
八
名
、
二

回
目
二
二
社
七
四
名
の
合
計
二
七
社
一
一

二
名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
は
本

研
修
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
嶋
田
寿
孝
氏
、
矢

野
克
明
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

本
研
修
の
ね
ら
い
は
、
社
会
人
、
企
業

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
基
礎
、
常
識
の
習

得
の
ほ
か
、
三
栄
会
各
社
の
新
入
社
員
間

の
交
流
も
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
は
二

回
と
も
東
京
三
栄
会
飛
石
研
修
委
員
長
の

開
講
挨
拶
と
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
の

講
話
に
よ
り
始
ま
り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
経
て
講
義
に
入
り
ま
し
た
。
研
修

は
主
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
中
心
に
、
全
員

が
「
学
生
と
社
会
人
と
の
違
い
」
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
発
言
し
、
結
論
を
引

き
出
し
ま
と
め
、
発
表
さ
せ
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
ま
し
た
。
研
修
開
始
後
は
緊
張

気
味
だ
っ
た
受
講
者
も
、
講
師
の
好
リ
ー

ド
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
次
第
に

打
ち
解
け
て
活
発
な
発
言
が
出
始
め
、
二

日
目
の
研
修
終
了
時
点
で
は
し
っ
か
り
連

帯
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

一
日
目
の
研
修
終
了
後
、
恒
例
の
懇
親

夕
食
会
が
行
わ
れ
、
ま
ず
、
受
講
者
の
今

後
の
活
躍
を
祈
念
す
る
乾
杯
で
始
ま
り
、

早
速
、
会
食
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。
会
社

は
違
え
ど
、
皆
同
じ
新
入
社
員
同
士
で
あ

り
、
次
第
に
会
話
も
弾
み
始
め
、
将
来
の

こ
と
や
お
互
い
の
会
社
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
大
い
に
飲
み
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
終
了
時
間
が
き
て
も
語
り
合
い
、
そ

の
後
は
談
話
室
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。い

よ
い
よ
二
日
間
の
研
修
も
終
わ
り
を

迎
え
た
頃
に
は
、
な
か
な
か
離
れ
が
た
く
、

お
互
い
の
連
絡
先
の
交
換
や
写
真
の
撮
り

合
い
が
始
ま
り
、
再
会
を
約
束
し
て
よ
う

や
く
解
散
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
講
者
の
多
く
か
ら
、
ぜ
ひ
三

栄
会
で
今
回
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
れ
る
機

会
や
企
画
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
中
央
ビ
ル
ト
工
業
大
久
保
）

四
月
一
八
日
、
三
井
物
産
地
下
一
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
恒
例
の
東
京
三
栄
会

野
球
大
会
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
三
栄
会
幹
部
を
は
じ
め
、
参
加
チ

ー
ム
の
代
表
者
が
集
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
用
意
さ
れ
、
過
去

の
大
会
の
写
真
や
平
成
一
八
年
度
の
三
栄

会
の
テ
ー
マ
を
映
し
出
し
、
前
夜
際
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

冒
頭
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会
の
藤
松

委
員
長
よ
り
「
初
参
加
の（
株
）新
津
田
と

（
株
）エ
ニ
ー
が
加
わ
り
、
三
四
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
す
。
大
会
ま
で
一
カ
月
あ
り
ま

す
が
、
鋭
気
を
養
い
、
ま
す
ま
す
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
」と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
三
栄
会
の
増
田
会
長
か
ら
、「
変

化
が
早
く
激
し
い
時
代
で
す
が
、
三
栄
会

野
球
大
会
は
今
年
で
一
九
年
目
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
ま
で
続
い
て
き
た
の
は
、
チ
ー

ム
が
一
致
団
結
し
て
一
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
さ
れ
て
き
た
か
ら
。
今
年
は
、

ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で

野
球
の
人
気
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
の
選
手
一
人
ひ
と
り
が
全
力
を

尽
く
し
、
一
生
懸
命
戦
っ
た
姿
が
日
本
中

に
感
動
を
与
え
た
。
勝
ち
負
け
は
あ
り
ま

す
が
、全
力
を
尽
く
し
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
度
優
勝
の
日
本
ユ
ニ
シ

ス（
株
）か
ら
優
勝
旗
、
優
勝
カ
ッ
プ
が
返

還
さ
れ
、
東
京
三
栄
会
事
務
局
の
三
井
物

産
事
業
管
理
部
企
画
室
笹
森
室
長
に
乾
杯

の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
途
中
、
大
会
に
協
賛
い

た
だ
く
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）、（
株
）三

井
物
産
イ
ン
シ
ュ
ラ
ン
ス
ア
ン
ド
コ
ン
ル

テ
ィ
ン
グ
、
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ（
株
）の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
抽

選
会
へ
。

今
回
か
ら
抽
選
結
果
を
Ｐ
Ｃ
に
入
力
し

な
が
ら
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
を
完
成
さ
せ
る

方
式
と
な
り
、
対
戦
カ
ー
ド
が
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
会
場
内

の
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
チ
ー
ム
の
代
表
か
ら
会
社
の

Ｐ
Ｒ
と
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
大
会
は
五
月
二
一
日
か
ら
毎
週
日
曜

日
に
朝
日
新
聞
江
戸
川
総
合
グ
ラ
ン
ド

（
埼
玉
県
三
郷
市
）で
行
わ
れ
、
決
勝
戦
は

六
月
一
一
日
の
予
定
で
す
。

な
お
、
試
合
結
果
は
、「
三
栄
会
野
球

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

http://w
w
w
.jbs.co.jp/saneikaibb/

（
広
報
委
員
　
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
　
林
）

昨年度優勝の日本ユニシス
から優勝旗返還

増田会長 大型スクリーンに映し出されるトーナメント表 スクリーンに映し出される過去の大会の写真

新入社員研修開催新入社員研修開催

二
七
社
総
勢
一
一
二
名
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「
ス
プ
ー
ン
印
」
で
お
な
じ
み
の
三
井
製

糖
㈱
は
今
春
、
新
製
品
「
す
こ
し
で
す
む

さ
と
う
」（
砂
糖
加
工
食
品
）、「
カ
ロ
リ

ー
ゼ
ロ
」（
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
甘
味
料
）を
発

売
し
ま
し
た
。

こ
の
新
製
品
は
、
砂
糖
を
原
料
と
し
た

ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
甘
味
料
「
ス
ク
ラ
ロ
ー
ス
」

を
使
用
し
、
砂
糖
に
非
常
に
似
た
良
質
な

甘
味
が
特
徴
で
す
。
煮
物
や
長
時
間
の
加

熱
料
理
、
卵
料
理
に
も
適
し
て
い
る
の
で
、

料
理
に
も
違
和
感
な
く
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
少
し
の
量
で
も
甘
味
が
得

ら
れ
る
の
で
、
使
う
量
は
グ
ラ
ニ
ュ
糖
と

比
べ
て
約
四
分
の
一（
重
量
比
）で
す
み
ま

す
。

「
す
こ
し
で
す
む
さ
と
う
」
は
使
用
量
四

分
の
一
、「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」
は
ノ
ン
カ

ロ
リ
ー
。
ど
ち
ら
も
お
い
し
さ
そ
の
ま
ま

で
カ
ロ
リ
ー
を
控
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
袋
入
り
と
ス

テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
二

種
類
が
あ
り
、
毎
日
の

お
料
理
か
ら
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
で
使
え
ま
す
。

新
し
い
お
い
し
さ
を
、

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
製
糖
㈱
　
お
客
様

相
談
窓
口

電
話：

〇
一
二
〇
―
三

一
〇
三
一
八

■東京三栄会入会
・物産ロジスティクスソリューションズ㈱

生活産業部会
・㈱エム・ビー・ケイ　マイクロテック

生活産業部会
・三井物産ロジスティクスパートナーズ㈱

物流・金融・コーポレート部会
・クリーン・エナジー・サービス㈱

金属・エネルギー部会
・㈱やまと

生活産業部会
・㈱ニュー・マテリアル・サービス

化学品部会

■東京三栄会退会
・房総興発㈱

生活産業部会

・三陽工業㈱
機械部会

・ヤマト化学工業㈱
化学品部会

・三井物産ハウステック㈱
生活産業部会

・エム・ビー・ケイ流通パートナーズ㈱
生活産業部会

■幹事異動
・生活産業部会正世話人
〈前〉中山舜資　㈱物産フードサービス社長
〈後〉福田定直　東洋オフィスメーション㈱社長

・生活産業部会副世話人
〈前〉福田定直　東洋オフィスメーション㈱社長
〈後〉倉橋民雄　三井製糖㈱取締役専務執行役員

お し ら せ

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
と
㈱
メ
フ
ォ
ス
の
共

同
開
発
で
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
食
「
健
康
美
彩
」。
調
理
済
み
冷

凍
で
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

一
般
的
に
「
お
い
し
く

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
健
康
食
を
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
の
味
へ
の
こ
だ

わ
り
に
よ
り
一
新
し
ま
し

た
。
食
事
制
限
の
あ
る
方
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
方
、
旅

行
の
際
の
家
族
の
た
め
に

も
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

食
材
本
来
の
旨
味
や
色
あ

い
、
香
り
な
ど
シ
ェ
フ
の

こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
贅
沢

感
あ
ふ
れ
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
健
康
食
で
す
。

「
健
康
美
彩
」
は
、
カ
ロ
リ
ー
を
二
〇
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
前
後
に
設
定
し
た
健
や
か

シ
リ
ー
ズ
六
品
、
和
食
・
洋
食
・
中
華
の

彩
り
シ
リ
ー
ズ
一
五
品
、
計
二
一
品
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
。

一
セ
ッ
ト(

「
健
や
か
シ
リ
ー
ズ
」
一

品
、「
彩
り
シ
リ
ー
ズ
」
一
品)

二
、
六
二

五
円（
税
込
み
／
送
料
・
ク
ー
ル
料
金
別
）。

四
、
七
二
五
円（
税
込
み
）以
上
で
ご
注
文

い
た
だ
い
た
場
合
は
送
料
無
料
で
す
。
全

国
配
達
可
能（
一
部
離
島
を
除
く
）。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

㈱
メ
フ
ォ
ス

健
康
美
彩
お
客
様
相
談
窓
口

電
話：
〇
三
―
三
二
三
九
―
二
七
〇
四

h
ttp
://w

w
w
.ke
n
ko
b
is
a
i.c
o
m

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ヒ
ー
㈱（
埼
玉
県
桶

川
市
加
納
一
八
〇
）は
、
三
国
コ
カ
・
コ

ー
ラ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
平
成
元

年
四
月
よ
り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
焙

煎
を
開
始
し
、
平
成
一
二
年
よ
り
三
国
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
の
コ
ー
ヒ
ー

部
門
と
統
合
し
、
製
造
・
販
売
一
体
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
世
界
各
国
の

コ
ー
ヒ
ー
産
地
よ
り
品
質
の

高
い
生
豆
を
選
び
抜
い
て
、

最
高
の
ス
タ
ッ
フ
と
最
新
鋭

の
焙
煎
機
に
よ
り
、
厳
格
な

品
質
管
理
の
も
と
、
香
り
高

く
コ
ク
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

を
、
製
造
・
販
売
し
て
お
り

ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
業
務
用
コ
ー
ヒ
ー
か

ら
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ヒ
ー
・
家

庭
用
コ
ー
ヒ
ー
・
缶
コ
ー
ヒ

ー
原
料
に
至
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
お
応
え
い
た
し

ま
す
。

憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
部
門
と
し
て
、
自
信
を
持

っ
て
皆
様
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ヒ
ー
㈱

電
話：

〇
四
八
―
七
七
四
―
一
二
二
〇

担
当：

浅
井

日
本
ユ
ニ
シ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

は
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
核
を
担
う

グ
ル
ー
プ
最
大
の
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
専

門
企
業
で
す
。
一
般
消
費
者
向
け
の
英
会

話
ソ
フ
ト
の
開
発
・
販
売
も
行
っ
て
お

り
、「
瞬
脳
活
性
シ
リ
ー
ズ
」
は
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
で
英
語
の
発
音
練
習
と
リ
ス
ニ

ン
グ
学
習
が
行
え
る
英
会
話
ソ
フ
ト
で
累

計
三
万
本
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
自
己
啓

発
や
海
外
旅
行
の
準
備
に
お
役
立
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
購

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

今
回
、
三
栄
会
会
員
会
社
の
社
員
の
皆

様
に
平
成
一
八
年
七
月
末
日
ま
で
の
期
間

限
定
で
、
定
価
か
ら
三
、
〇
〇
〇
円
引
き

で
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。「
シ
ニ
ア
の
旅

行
英
会
話（
シ
ニ
ア
向
け
集
中
コ
ー

ス
用
）」
を
二
一
、
六
〇
〇
円(

税
込

み
、
送
料
込
み)

、「
英
会
話
一
一
〇

番
得
々
パ
ッ
ク（
一
般
向
け
速
習
コ

ー
ス
用
）」
を
一
〇
、
四
四
〇
円(

税

込
み
、
送
料
込
み)

。

詳
細
はh

ttp
://w

w
w
.u
s
o
l.

c
o
.jp
/e
n
g
lis
h
/s
a
n
e
i.h
tm
l

（
三
栄
会
会
員
様
向
け
限
定
サ
イ
ト
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

日
本
ユ
ニ
シ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

瞬
脳
活
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話：

〇
一
二
〇
―
五
二
五
―
三
二
二

（
平
日
九：

〇
〇
〜
一
七：

〇
〇
）

東京三栄会加入会社数159社（2006年4月1日現在）

（サンエイニュース65号以降）
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